
▲長谷川巧 北海道運輸局室蘭運輸支局長（左）から登録証を受け取る金丸孝理事長（右）

▲豊浦海浜公園でのSUP ヨガ体験

▲全国的に話題となった“海産”総選挙

　DMO登録までの道のりは長く、平成27年町民
約120名が参加した「豊浦町観光地域づくりキッ
クオフフォーラム」を皮切りに、体験プログラム
の商品化などを行い、さらに取り組みを進めるた
め「小さな町の新たな挑戦」を掲げ、平成30年6月
に「一般社団法人噴火湾とようら観光協会」を設
立しました。
　法人設立後は、SNSを活用した観光情報やイ
ベント情報の発信、データに基づいた各種事業実
施に向けた市場調査分析事業、全国的にも報道さ
れ話題となりました「海産総選挙」の開催などこ
れまでになかった新たな事業や、観光庁が示す登
録に必要な要件を着実に展開したことで、このた
びのDMO登録となりました。
　この他にも、地域資源を活用したさまざまな体
験プログラムの造成事業や「ふるさと納税」の寄附
額増加に向けたデータ分析やプロモーション戦略
の推進、「豊浦町への愛着と誇り」を持つ動機づくり
として、町内小中学校での総合学習に参加協力す
るなど、多岐にわたる事業活動を展開しています。
　金丸孝理事長は、「我々の目標は、町を観光地化
することではなく、観光を通した地域の活性化
で、町民の皆さんが誇りを持ち観光客が住みたい
と思えるような観光地域づくりを今後も進めて
いきたい」と話していました。

　噴火湾とようら観光協会が観光庁の観光地域づくり法人（DMO）に登録され、10月20日（金）、役場にて
登録証の伝達式が行われました。
　DMOとは、Destination Management/Marketing Organizationの略で、「地域の多様な関係者を巻き込
みつつ、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりを行う法人」を意味しています。
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